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平成３０年 ４月２７日 
国 土 交 通 省 
新 庄 河 川 事 務 所 

地域の方々と一緒に安全利用点検を実施しました 
～ゴールデンウィーク前に２０施設の点検、８箇所を改善～ 

 
 

最上川流域を管理する新庄河川事務所では、河川の水辺がスポーツ
やレクリエーション活動の場として多くの皆様に利用されているこ
とをふまえ、ゴールデンウィーク前に、地域の方々と一緒に２０施設
を点検しました。 
点検の結果、損傷などの問題のあった８箇所について、応急的措置

を行うなど必要な対策をとっています。 
河川の利用にあたっては、安全に十分配慮されるようお願いしま

す。 
 

 

○実施期間  平成３０年４月１０日（火）～４月２５日（水） 

 

 

○点検者   各市町村役場、警察署、消防署、施設の管理者、主な利用団体等及び河川管理者が合同

で点検しました。 

 

 

 ＜利用にあたっての留意事項＞ 

河川等は、本来降雨による増水など、自然現象による危険性を持ち合わせています。 

利用の際は、利用者自らの責任により回避に努めていただく必要があります。 

 

 

 

《発表記者会：新庄新聞放送記者会》 

問い合わせ先 

 
国土交通省 東北地方整備局 新庄河川事務所    TEL 0233-22-0275 

    技術副所長（河川施設）  後藤
ごとう

 浩志
こうし

 （内線２０４） 

    技術副所長（砂防施設）  齋藤
さいとう

 克
かつ

浩
ひろ

 （内線２０５） 

管理課長 （河川施設）  田村
たむら

 公
きみ

仁
ひと

 （内線３３１） 

工務第二課長（砂防施設） 窪田
くぼた

 敏一
としかず

 （内線３２１） 

 



【全２０施設の点検のうち、問題があった８箇所の対応】

河川名 点検結果 応急的措置実施内容 今後の対応

砂防名 破損・損傷等不具合状況 措置内容 対応方針

※砂防７施設については、問題箇所はありませんでした。

■点検状況

　古口船着場（舟番所）にて、地域の方々と合同で点検

　　　　　　

※山形県最上総合支庁、戸沢村役場、最上広域市町村圏事務組合消防本部、
　 新庄警察署、最上峡芭蕉ライン観光（株）との合同点検（写真は、点検開始時の様子）

立入り防止柵を再設置

最上川 大石田町 大石田特殊堤 坂路（階段） 手摺りが未設置 手摺りを設置

最上川 大石田町 大石田船着場
船着場に近接
する排水樋管

立入り防止柵の破損

問題のあっ
た施設等

市町村名 点検箇所名

真室川 真室川町 水辺の楽校 高水敷

最上川

最上川

大蔵村

新庄市

稲沢船着場 高水敷

高水敷

破損箇所を補修

真室川 真室川町 水辺の楽校 高水敷

遊歩道ゴムチップ舗装の破
損

階段脇から枝張り出し 枝を撤去

破損箇所を補修

真室川 真室川町
真室川防災ST施
設

通路部の縁石の損傷 損傷箇所を補修

真室川 真室川町
真室川防災ST施
設

高水敷

ヘリポート

階段側面の鉄平石の一部
破損（剥がれ）

柵の損傷 トラロープ設置 補修予定

本合海船着場 ベンチの損傷 貼紙（使用不可）設置 撤去予定



■点検で問題のあった箇所の処置状況（例）

　○真室川防災ステーション

　①ヘリポート通路部の縁石補修を実施　

　　　　⇒

（措置前） 　　　　（措置後）

　　　　⇒

（措置前） 　　　　（措置後）

　②川表側階段の鉄平石補修を実施

　　　　⇒

（措置前） 　　　　（措置後）


